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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】推進装置自体を小型化できるとともに、船内の

推進関連スペースを大幅に削減でき、また、推進力発生

によって生じる大きな推力にも対応でき、耐久性にも優

れた船舶用電気推進装置を提供すること。

【解決手段】船体を推進するプロペラ１１と、プロペラ

１１の中心部に設けたボス１２と、船体の船尾から突出

して設けた固定軸１３と、固定軸１３の表面に円周方向

に臨ませて設けた電機子１５と、ボス１２の内部に固定

して設けた回転子１８とを備え、電機子１５に対して回

転子１８が回転することでプロペラ１１を回転する船舶

用電気推進装置であって、固定軸１３の軸心に垂直な端

面１３ａ、１３ｂを固定軸１３に形成し、プロペラ１１

の推力を受けるスラスト軸受１９ａ、１９ｂを端面１３

ａ、１３ｂに配置したことを特徴とする。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 船 体 を 推 進 す る プ ロ ペ ラ と 、 前 記 プ ロ ペ ラ の 中 心 部 に 設 け た ボ ス と 、 前 記 船 体 の 船 尾 か

ら 突 出 し て 設 け た 固 定 軸 と 、 前 記 固 定 軸 の 表 面 に 円 周 方 向 に 臨 ま せ て 設 け た 電 機 子 と 、 前

記 ボ ス の 内 部 に 固 定 し て 設 け た 回 転 子 と を 備 え 、 前 記 電 機 子 に 対 し て 前 記 回 転 子 が 回 転 す

る こ と で 前 記 プ ロ ペ ラ を 回 転 す る 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 で あ っ て 、 前 記 固 定 軸 の 軸 心 に 垂 直

な 端 面 を 前 記 固 定 軸 に 形 成 し 、 前 記 プ ロ ペ ラ の 推 力 を 受 け る ス ラ ス ト 軸 受 を 前 記 端 面 に 配

置 し た こ と を 特 徴 と す る 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 ラ ジ ア ル 軸 受 を 、 前 記 電 機 子 及 び 前 記 回 転 子 の 前 後 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1

に 記 載 の 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 固 定 軸 と 前 記 ボ ス と の 間 に 形 成 さ れ る 間 隙 と 外 部 と を シ ー ル す る シ ー ル 手 段 を さ ら

に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 ボ ス が 、 前 記 船 体 の 後 方 側 に ボ ス キ ャ ッ プ 部 を 有 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か

ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 固 定 軸 の 内 部 を 、 前 記 電 機 子 に 給 電 す る 電 力 線 の 配 線 通 路 と し た こ と を 特 徴 と す る

請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 流 体 を 、 前 記 ボ ス の 内 部 か ら 前 記 間 隙 、 前 記 ス ラ ス ト 軸 受 、 及 び 前 記 ラ ジ ア ル 軸 受 を 通

過 し 前 記 外 部 に 流 出 さ せ る 流 体 供 給 手 段 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ か ら 請

求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 電 機 子 の 表 面 を 前 記 固 定 軸 の 表 面 と 略 同 一 径 に 構 成 し 、 前 記 電 機 子 の 表 層 又 は ／ 及

び 前 記 回 転 子 の 表 層 を 非 磁 性 材 料 で 被 っ て 前 記 電 機 子 の 内 部 又 は ／ 及 び 前 記 回 転 子 の 内 部

を 密 封 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 船 舶 用 電 気 推 進 装

置 。

【 請 求 項 ８ 】

　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 を 搭 載 し た こ と を 特 徴 と

す る 船 舶 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 船 体 の 船 尾 か ら 突 出 し て 設 け た 固 定 軸 の 表 面 に 電 機 子 を 、 船 体 を 推 進 す る プ

ロ ペ ラ の 中 心 部 の ボ ス の 内 部 に 回 転 子 を 備 え 、 電 機 子 に 対 し て 回 転 子 が 回 転 す る こ と で プ

ロ ペ ラ を 回 転 す る 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 及 び 船 舶 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 の 船 舶 に お け る 推 進 装 置 と し て 、 ア ウ タ ー ロ ー タ に プ ロ ペ ラ を 結 合 し た 船 舶 用 電 気

推 進 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。

　 ま た 、 他 の 装 置 と し て 、 ア ウ タ ー ロ ー タ に プ ロ ペ ラ ブ レ ー ド を 装 着 し 、 固 定 軸 に 巻 線 を

設 け て プ ロ ペ ラ を 回 転 さ せ る も の が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ ） 。

　 ま た 、 吊 り 下 げ 式 推 進 器 （ Ｐ Ｏ Ｄ 推 進 器 ） と し て 、 シ ャ フ ト を 固 定 し て 、 ア ウ タ ー ロ ー

タ に プ ロ ペ ラ を 設 け た も の が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ３ ） 。

　 ま た 、 異 な る 技 術 分 野 で は あ る が 、 天 井 扇 に お い て 、 ア ウ タ ー ロ ー タ に 羽 根 を 設 け た も

の が あ る （ 特 許 文 献 ４ ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】
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【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ３ － ２ ４ ７ １ ９ ７ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ３ － ２ ２ ７ ７ ９ ７ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 表 ２ ０ ０ ２ － ５ ３ ４ ３ １ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 １ １ － ３ １ １ １ ９ ９ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し 、 特 許 文 献 １ で は 、 モ ー タ 部 を 船 舶 内 に 配 置 す る た め 、 ボ ス 内 空 間 を 有 効 利 用 す

る も の で は な く 、 船 内 推 進 関 連 ス ペ ー ス の 削 減 は で き な い 。

　 な お 、 軸 受 ５ に は ク ロ ス ロ ー ラ 軸 受 け を 使 用 し て お り 、 大 き な 推 力 に 対 応 で き る も の で

は な い 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ２ で は 、 船 舶 の 推 進 器 に 必 須 で あ る ス ラ ス ト 軸 受 け を 設 け て い る も の の

、 ス ラ ス ト 軸 受 け を 固 定 軸 の 外 周 に 設 け て い る た め 、 船 の 推 進 に 必 要 な 大 き な 推 力 に 対 応

で き る も の で は な い 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ３ に お い て も 、 推 進 力 発 生 に よ っ て 生 じ る 大 き な 推 力 に 対 応 で き る 構 成

は 示 さ れ て い な い 。

　 ま た 、 特 許 文 献 ４ で は 、 そ も そ も 、 船 舶 の よ う な 大 き な 推 力 が 発 生 す る も の で は な い 。

　 プ ロ ペ ラ の 推 力 は プ ロ ペ ラ 翼 に 発 生 し 、 推 力 は 中 央 の ボ ス に 伝 わ る が 、 更 に 船 体 に 伝 え

る こ と で 船 の 推 進 力 と な る 。 こ の た め 、 船 舶 用 の 推 進 装 置 に は ボ ス と 船 体 と の 間 に 軸 方 向

の 力 を 伝 え る ス ラ ス ト 軸 受 が 必 要 と な る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 推 進 装 置 自 体 を 小 型 化 で き る と と も に 、 船 内 の 推 進 関 連 ス ペ ー ス を 大 幅 に 削

減 で き 、 ま た 、 大 き な 推 力 に も 対 応 で き 、 耐 久 性 に も 優 れ た 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 を 提 供 す

る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 請 求 項 １ 記 載 に 対 応 し た 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 に お い て は 、 船 体 を 推 進 す る プ ロ ペ ラ と 、

プ ロ ペ ラ の 中 心 部 に 設 け た ボ ス と 、 船 体 の 船 尾 か ら 突 出 し て 設 け た 固 定 軸 と 、 固 定 軸 の 表

面 に 円 周 方 向 に 臨 ま せ て 設 け た 電 機 子 と 、 ボ ス の 内 部 に 固 定 し て 設 け た 回 転 子 と を 備 え 、

電 機 子 に 対 し て 回 転 子 が 回 転 す る こ と で プ ロ ペ ラ を 回 転 す る 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 で あ っ て

、 固 定 軸 の 軸 心 に 垂 直 な 端 面 を 固 定 軸 に 形 成 し 、 プ ロ ペ ラ の 推 力 を 受 け る ス ラ ス ト 軸 受 を

端 面 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 電 機 子 及 び 回 転 子

を 、 プ ロ ペ ラ の 中 心 部 の ボ ス 内 に 配 置 す る こ と で 、 推 進 装 置 自 体 を 小 型 化 で き る と と も に

、 船 内 の 推 進 関 連 ス ペ ー ス を 大 幅 に 削 減 で き る 。 ま た 、 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば

、 船 尾 か ら 突 出 さ せ る 固 定 軸 が 、 プ ロ ペ ラ を 回 転 さ せ る 回 転 軸 で は な い た め 、 船 体 か ら の

突 出 箇 所 に お け る シ ー ル 部 が 不 要 と な る 。 ま た 、 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 電 機

子 が 水 中 に 臨 み 、 ボ ス が 回 転 す る た め 、 冷 却 効 果 が よ い 。 ま た 、 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明

に よ れ ば 、 大 き な 推 力 を 、 固 定 軸 の 軸 心 に 垂 直 な 端 面 で 受 け る こ と で 、 大 型 船 の 推 力 に も

対 応 で き 、 耐 久 性 に も 優 れ て い る 。

　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 に お い て 、 ラ ジ ア ル 軸

受 を 、 電 機 子 及 び 回 転 子 の 前 後 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ２ に 記 載 の 本 発 明 に よ

れ ば 、 ラ ジ ア ル 軸 受 を 、 電 機 子 及 び 回 転 子 を 挟 ん で 少 な く と も ２ 箇 所 に 設 け て い る の で 、

プ ロ ペ ラ の 重 量 を 前 後 に 設 け た ラ ジ ア ル 軸 受 で 分 担 し て 受 け る こ と で 軸 受 荷 重 を 減 ら せ る

と と も に 、 プ ロ ペ ラ に 作 用 す る ピ ッ チ ン グ や ヨ ー イ ン グ に 対 し て も 、 十 分 に 対 応 す る こ と

が で き る 。

　 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 に お い て

、 固 定 軸 と ボ ス と の 間 に 形 成 さ れ る 間 隙 と 外 部 と を シ ー ル す る シ ー ル 手 段 を さ ら に 備 え た

こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ３ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 外 部 か ら の 異 物 の 侵 入 を 防 止 す る

こ と が で き る 。
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　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ に 記 載 の 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 に お い て

、 ボ ス が 、 船 体 の 後 方 側 に ボ ス キ ャ ッ プ 部 を 有 し た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ４ に 記 載 の

本 発 明 に よ れ ば 、 ボ ス キ ャ ッ プ 部 を ボ ス に 設 け る こ と で 、 固 定 軸 の 端 部 を 、 推 力 を 受 け る

端 面 と し て 利 用 す る こ と が で き 、 大 き な 推 力 を 受 け る こ と が で き る 。 ま た 、 請 求 項 ４ に 記

載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 ボ ス キ ャ ッ プ 部 の 取 り 外 し が で き る こ と で 、 組 み 立 て 性 や メ ン テ ナ

ン ス 性 に も 優 れ て い る 。

　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ に 記 載 の 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 に お い て

、 固 定 軸 の 内 部 を 、 電 機 子 に 給 電 す る 電 力 線 の 配 線 通 路 と し た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項

５ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 船 体 と 推 進 装 置 と の 間 は 固 定 軸 だ け で 連 結 さ れ る た め 、 電 力

線 を 保 護 で き る と と も に 、 組 み 立 て 性 に も 優 れ て い る 。

　 請 求 項 ６ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 ３ か ら 請 求 項 ５ に 記 載 の 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 に お い て

、 流 体 を 、 ボ ス の 内 部 か ら 間 隙 、 ス ラ ス ト 軸 受 、 及 び ラ ジ ア ル 軸 受 を 通 過 し 外 部 に 流 出 さ

せ る 流 体 供 給 手 段 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ６ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、

流 体 供 給 手 段 に よ っ て 、 潤 滑 や 冷 却 を 行 う こ と が で き る 。

　 請 求 項 ７ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ に 記 載 の 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 に お い て

、 電 機 子 の 表 面 を 固 定 軸 の 表 面 と 略 同 一 径 に 構 成 し 、 電 機 子 の 表 層 又 は ／ 及 び 回 転 子 の 表

層 を 非 磁 性 材 料 で 被 っ て 電 機 子 の 内 部 又 は ／ 及 び 回 転 子 の 内 部 を 密 封 し た こ と を 特 徴 と す

る 。 請 求 項 ７ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 メ カ ニ カ ル シ ー ル や オ イ ル シ ー ル を 用 い る こ と な

く 防 水 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。

　 請 求 項 ８ 記 載 に 対 応 し た 船 舶 に お い て は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ７ の い ず れ か に 記 載 の 船

舶 用 電 気 推 進 装 置 を 搭 載 し た こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ８ に 記 載 の 本 発 明 に よ れ ば 、 推 進

装 置 自 体 の 小 型 化 に よ っ て 船 内 の 推 進 関 連 ス ペ ー ス を 大 幅 に 削 減 で き 、 船 の 有 効 貨 物 容 積

を 大 き く す る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 に よ れ ば 、 電 機 子 及 び 回 転 子 を 、 プ ロ ペ ラ の 中 心 部 の ボ ス

内 に 配 置 す る こ と で 、 推 進 装 置 自 体 を 小 型 化 で き る と と も に 、 船 内 の 推 進 関 連 ス ペ ー ス を

大 幅 に 削 減 で き る 。 ま た 、 船 尾 か ら 突 出 さ せ る 固 定 軸 が 、 プ ロ ペ ラ を 回 転 さ せ る 回 転 軸 で

は な い た め 、 船 体 か ら の 突 出 箇 所 に お け る シ ー ル 部 が 不 要 と な る 。 ま た 、 電 機 子 が 水 中 に

臨 み 、 ボ ス が 回 転 す る た め 、 冷 却 効 果 が よ い 。 ま た 、 推 進 力 発 生 に よ っ て 生 じ る 大 き な 推

力 を 、 固 定 軸 の 軸 心 に 垂 直 な 端 面 で 受 け る こ と で 、 大 型 船 の 推 力 に も 対 応 で き 、 耐 久 性 に

も 優 れ て い る 。

　 な お 、 ラ ジ ア ル 軸 受 を 、 電 機 子 及 び 回 転 子 の 前 後 に 設 け た 場 合 に は 、 プ ロ ペ ラ の 重 量 を

前 後 に 設 け た ラ ジ ア ル 軸 受 で 分 担 し て 受 け る こ と で 軸 受 荷 重 を 減 ら せ る と と も に 、 プ ロ ペ

ラ に 作 用 す る ピ ッ チ ン グ や ヨ ー イ ン グ に 対 し て も 、 十 分 に 対 応 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 固 定 軸 と ボ ス と の 間 に 形 成 さ れ る 間 隙 と 外 部 と を シ ー ル す る シ ー ル 手 段 を さ ら に

備 え た 場 合 に は 、 外 部 か ら の 異 物 の 侵 入 を 防 止 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 ボ ス が 、 船 体 の 後 方 側 に ボ ス キ ャ ッ プ 部 を 有 し た 場 合 に は 、 固 定 軸 の 端 部 を 、 推

力 を 受 け る 端 面 と し て 利 用 す る こ と が で き 、 大 き な 推 力 を 受 け る こ と が で き る と と も に 、

ボ ス キ ャ ッ プ 部 の 取 り 外 し が で き る こ と で 、 組 み 立 て 性 や メ ン テ ナ ン ス 性 に も 優 れ て い る

。

　 ま た 、 固 定 軸 の 内 部 を 、 電 機 子 に 給 電 す る 電 力 線 の 配 線 通 路 と し た 場 合 に は 、 船 体 と 推

進 装 置 と の 間 は 固 定 軸 だ け で 連 結 さ れ る た め 、 電 力 線 を 保 護 で き る と と も に 、 組 み 立 て 性

に も 優 れ て い る 。

　 ま た 、 流 体 を 、 ボ ス の 内 部 か ら 間 隙 、 ス ラ ス ト 軸 受 、 及 び ラ ジ ア ル 軸 受 を 通 過 し 外 部 に

流 出 さ せ る 流 体 供 給 手 段 を さ ら に 備 え た 場 合 に は 、 流 体 供 給 手 段 に よ っ て 、 潤 滑 や 冷 却 を

行 う こ と が で き る 。

　 ま た 、 電 機 子 の 表 面 を 固 定 軸 の 表 面 と 略 同 一 径 に 構 成 し 、 電 機 子 の 表 層 又 は ／ 及 び 回 転

子 の 表 層 を 非 磁 性 材 料 で 被 っ て 電 機 子 の 内 部 又 は ／ 及 び 回 転 子 の 内 部 を 密 封 し た 場 合 に は

、 メ カ ニ カ ル シ ー ル や オ イ ル シ ー ル を 用 い る こ と な く 防 水 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
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　 本 発 明 の 船 舶 に よ れ ば 、 推 進 装 置 自 体 の 小 型 化 に よ っ て 船 内 の 推 進 関 連 ス ペ ー ス を 大 幅

に 削 減 で き 、 船 の 有 効 貨 物 容 積 を 大 き く す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 船 舶 の 概 略 構 成 図

【 図 ２ 】 同 船 舶 に 用 い る 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 の 外 観 を 示 す 概 略 構 成 図

【 図 ３ 】 同 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 の 内 部 を 示 す 要 部 構 成 図

【 図 ４ 】 同 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 の シ ー ル 手 段 を 示 す 要 部 構 成 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 に つ い て 説 明 す る 。

　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 船 舶 の 概 略 構 成 図 、 図 ２ は 同 船 舶 に 用 い る 船 舶 用 電 気 推

進 装 置 の 外 観 を 示 す 概 略 構 成 図 、 図 ３ は 同 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 の 内 部 を 示 す 要 部 構 成 図 、

図 ４ は 同 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 の シ ー ル 手 段 を 示 す 要 部 構 成 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 船 体 １ の 船 尾 に は 、 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 １ ０ が 設 け ら れ 、 船 体 １ 内

に は 、 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 １ ０ に 電 力 を 供 給 す る 発 電 機 ２ を 備 え て い る 。 発 電 機 ２ は 発 電

用 デ ィ ー ゼ ル 原 動 機 に 減 速 ギ ア を 介 し て 接 続 さ れ 、 発 電 機 ２ で 得 ら れ る 電 力 は 配 電 盤 を 介

し て モ ー タ 制 御 盤 に 供 給 さ れ 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 １ ０ を 動 作 さ せ る 。 ま た 発 電 機 ２ で 得 ら

れ る 電 力 は 配 電 盤 を 介 し て 船 内 電 力 に も 利 用 さ れ る 。

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 １ ０ は 、 船 体 １ を 推 進 す る プ ロ ペ ラ １ １ と 、 プ

ロ ペ ラ １ １ の 中 心 部 に 設 け た ボ ス １ ２ と 、 船 体 １ の 船 尾 か ら 突 出 し て 設 け た 固 定 軸 １ ３ と

を 備 え て い る 。 ま た 、 ボ ス １ ２ は 、 船 体 １ の 後 方 側 に ボ ス キ ャ ッ プ 部 １ ４ を 有 し て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 図 ３ に 、 同 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 の 要 部 構 成 を 示 す 。

　 固 定 軸 １ ３ の 表 面 に は 、 電 磁 石 の 電 機 子 １ ５ を 円 周 方 向 に 臨 ま せ て 配 置 し て い る 。 電 機

子 １ ５ は 、 コ ア １ ５ ａ に 固 定 子 巻 線 １ ５ ｂ を 巻 い て 配 設 さ れ 、 磁 界 用 の 電 力 線 １ ７ が つ な

が っ て い る 。 電 機 子 １ ５ に 給 電 す る 電 力 線 １ ７ は 、 固 定 軸 １ ３ の 内 部 に 形 成 し た 配 線 通 路

に 配 設 す る 。 こ の よ う に 、 電 力 線 １ ７ を 固 定 軸 １ ３ の 内 部 に 形 成 し た 配 線 通 路 に 配 設 す る

こ と で 、 船 体 １ と 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 １ ０ と の 間 は 固 定 軸 １ ３ だ け で 連 結 さ れ る た め 、 電

力 線 １ ７ を 保 護 で き る と と も に 、 組 み 立 て 性 に も 優 れ て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 回 転 子 １ ８ は 、 永 久 磁 石 又 は 誘 導 電 磁 石 で 構 成 さ れ 、 回 転 さ せ る プ ロ ペ ラ １ １ の ボ ス １

２ の 内 面 に 装 備 す る 。 プ ロ ペ ラ １ １ は 、 電 機 子 １ ５ の 磁 界 の 変 動 に 合 わ せ て 回 転 子 １ ８ が

回 る こ と に よ り 回 転 す る 。

　 電 機 子 １ ５ 及 び 回 転 子 １ ８ か ら 構 成 さ れ る モ ー タ の 設 計 は 、 船 体 １ が 必 要 と す る 推 進 力

、 適 正 な プ ロ ペ ラ １ １ の 直 径 を 基 に 、 通 常 の プ ロ ペ ラ 設 計 法 に 基 づ い て 回 転 数 と 必 要 ト ル

ク を 決 定 す る こ と が で き る 。

　 な お 、 モ ー タ は 、 交 流 モ ー タ 、 直 流 モ ー タ 、 誘 導 型 モ ー タ 、 同 期 型 モ ー タ 等 、 船 舶 の 用

途 に 合 わ せ て 各 種 の 形 式 の も の が 選 定 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 固 定 軸 １ ３ に は 、 軸 心 に 垂 直 な 第 １ の 端 面 １ ３ ａ 、 第 ２ の 端 面 １ ３ ｂ を 形 成 し て い る 。

　 第 １ の 端 面 １ ３ ａ は 、 固 定 軸 １ ３ の 端 部 で 形 成 し 、 ボ ス １ ２ の 後 端 側 に 位 置 す る 。 第 ２

の 端 面 １ ３ ｂ は 、 固 定 軸 １ ３ と 同 軸 で 外 径 を 固 定 軸 １ ３ よ り も 大 き く し た 円 柱 状 の 拡 径 部

２ ２ で 形 成 し 、 ボ ス １ ２ の 前 端 側 に 位 置 す る 。

　 第 １ の ス ラ ス ト 軸 受 １ ９ ａ は 、 第 １ の 端 面 １ ３ ａ と ボ ス キ ャ ッ プ 部 １ ４ と の 間 に 配 置 さ

れ 、 第 ２ の ス ラ ス ト 軸 受 １ ９ ｂ は 、 第 ２ の 端 面 １ ３ ｂ と ボ ス １ ２ 内 面 に 形 成 し た 段 差 部 ２

０ と の 間 に 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 第 １ の 端 面 １ ３ ａ は 、 固 定 軸 １ ３ の 端 部 端 面 で 形 成 し て い る た め 、 固 定 軸 １ ３ の 外 径 に
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合 わ せ た 大 き さ の 第 １ の ス ラ ス ト 軸 受 １ ９ ａ を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 第 ２ の 端 面 １

３ ｂ は 、 固 定 軸 １ ３ よ り も 大 き な 径 の 端 面 で 形 成 し て い る た め 、 第 １ の ス ラ ス ト 軸 受 １ ９

ａ よ り も 更 に 大 径 の 第 ２ の ス ラ ス ト 軸 受 １ ９ ｂ を 用 い る こ と が で き る 。 な お 、 第 １ の ス ラ

ス ト 軸 受 １ ９ ａ と 第 ２ の ス ラ ス ト 軸 受 １ ９ ｂ と は 、 固 定 軸 １ ３ や ボ ス キ ャ ッ プ 部 １ ４ の 形

状 に 合 わ せ て 任 意 の 組 み 合 わ せ が 可 能 で あ る 。

　 こ の よ う に 、 第 １ の ス ラ ス ト 軸 受 １ ９ ａ 及 び 第 ２ の ス ラ ス ト 軸 受 １ ９ ｂ は 、 そ れ ぞ れ が

十 分 な 面 積 を 持 っ て い る た め に 、 数 十 ト ン か ら 百 ト ン を 越 え る 大 型 船 の 推 力 を 受 け る こ と

が で き る 。 第 １ の ス ラ ス ト 軸 受 １ ９ ａ 及 び 第 ２ の ス ラ ス ト 軸 受 １ ９ ｂ は 、 い ず れ か 一 方 だ

け を 用 い て も よ い 。

　 な お 、 第 １ の ス ラ ス ト 軸 受 １ ９ ａ 及 び 第 ２ の ス ラ ス ト 軸 受 １ ９ ｂ に は 、 従 来 船 の 主 機 ま

た は 減 速 機 の 内 部 に 装 備 さ れ て い る ス ラ ス ト 軸 受 の 技 術 を 適 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 第 １ の ラ ジ ア ル 軸 受 ２ １ ａ は 電 機 子 １ ５ 及 び 回 転 子 １ ８ よ り も 前 方 に 設 け 、 第 ２ の ラ ジ

ア ル 軸 受 ２ １ ｂ は 電 機 子 １ ５ 及 び 回 転 子 １ ８ よ り も 後 方 に 設 け て い る 。

　 第 １ の ラ ジ ア ル 軸 受 ２ １ ａ と 第 ２ の ラ ジ ア ル 軸 受 ２ １ ｂ と を 用 い る こ と で 、 プ ロ ペ ラ １

１ の 重 量 を 第 １ の ラ ジ ア ル 軸 受 ２ １ ａ と 第 ２ の ラ ジ ア ル 軸 受 ２ １ ｂ と で 受 け 、 軸 受 荷 重 を

分 担 す る こ と が で き る の で 耐 久 性 を 増 す こ と が で き る 。

　 プ ロ ペ ラ １ １ は 船 体 １ の 後 方 に 装 備 さ れ る た め 、 不 均 一 な 流 れ の 中 で 作 動 す る 。 こ の た

め 、 プ ロ ペ ラ １ １ は 一 回 転 す る 間 に お 辞 儀 を す る （ ピ ッ チ ン グ ） 方 向 、 お よ び 首 を 振 る （

ヨ ー イ ン グ ） 方 向 に 力 を 受 け な が ら 作 動 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 円 周 方 向 の 軸 受 け と し て

、 電 機 子 １ ５ 及 び 回 転 子 １ ８ を 装 備 し た 位 置 よ り も 前 方 及 び 後 方 に 、 最 低 ２ 箇 所 に 第 １ の

ラ ジ ア ル 軸 受 ２ １ ａ と 第 ２ の ラ ジ ア ル 軸 受 ２ １ ｂ と を リ ン グ 状 に 装 備 す る こ と で 、 プ ロ ペ

ラ １ １ に 作 用 す る ピ ッ チ ン グ や ヨ ー イ ン グ に 対 し て も 、 十 分 に 対 応 す る こ と が で き る 。

　 な お 、 第 １ の ラ ジ ア ル 軸 受 ２ １ ａ 及 び 第 ２ の ラ ジ ア ル 軸 受 ２ １ ｂ は 、 従 来 船 の 船 尾 管 軸

受 け に 採 用 さ れ て い る ベ ア リ ン グ 技 術 を 適 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 電 機 子 １ ５ の 表 面 は 固 定 軸 １ ３ の 表 面 と 略 同 一 径 に 構 成 し 、 電 機 子 １ ５ の 表 層 は 非 磁 性

材 料 ２ ３ で 被 っ て い る 。 電 機 子 １ ５ の 内 部 を 、 非 磁 性 材 料 ２ ３ に よ っ て 密 封 す る こ と で 、

メ カ ニ カ ル シ ー ル や オ イ ル シ ー ル を 用 い る こ と な く 確 実 に 防 水 さ れ る 。 こ こ で 非 磁 性 材 料

２ ３ に は 、 例 え ば Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ５ 等 の オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 や 青 銅 等 を 用 い る こ と

が で き る 。 ま た 、 回 転 子 １ ８ の 表 層 を 非 磁 性 材 料 で 被 い 、 回 転 子 １ ８ の 内 部 を 密 封 す る こ

と も で き る 。

　 非 磁 性 材 料 ２ ３ は 、 第 １ の ラ ジ ア ル 軸 受 ２ １ ａ と 第 ２ の ラ ジ ア ル 軸 受 ２ １ ｂ と の 間 に 位

置 す る 電 機 子 １ ５ 及 び 固 定 軸 １ ３ の 表 面 に 設 け て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ボ ス キ ャ ッ プ 部 １ ４ は 、 ボ ス １ ２ の 端 部 に ね じ 込 み 部 １ ４ ａ に よ っ て 取 り 付 け ら れ て い

る 。 通 常 の プ ロ ペ ラ で は 、 プ ロ ペ ラ 軸 に プ ロ ペ ラ を 固 定 す る ナ ッ ト の カ バ ー で あ る が 、 本

実 施 の 形 態 で は 、 ボ ス キ ャ ッ プ 部 １ ４ の 内 面 は 、 第 １ の ス ラ ス ト 軸 受 １ ９ ａ を 受 け る 面 と

な る 。 ボ ス キ ャ ッ プ 部 １ ４ を 取 り 外 す こ と で 、 ボ ス １ ２ と 固 定 軸 １ ３ と の 間 の 点 検 が 行 え

る 。

　 ボ ス キ ャ ッ プ 部 １ ４ は 、 ね じ 込 み 部 １ ４ ａ で は な く 、 ボ ル ト 止 め に よ っ て 取 り 付 け て も

よ い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 固 定 軸 １ ３ に は 、 流 体 を 外 部 に 流 出 さ せ る 流 体 供 給 手 段 ２ ４ を 備 え て い る 。 流 体 供 給 手

段 ２ ４ は 、 船 体 １ 内 に 設 け た ポ ン プ ２ ４ １ に 接 続 さ れ 、 ポ ン プ ２ ４ １ に よ っ て 空 気 や 水 な

ど の 流 体 が 供 給 さ れ る 。 流 体 供 給 手 段 ２ ４ は 、 固 定 軸 １ ３ の 端 部 端 面 （ 第 １ の 端 面 １ ３ ａ

） に 流 出 口 ２ ４ ａ を 設 け て い る 。 流 体 供 給 手 段 ２ ４ に 供 給 さ れ た 流 体 は 、 こ の 流 出 口 ２ ４

ａ か ら 第 １ の 端 面 １ ３ ａ と ボ ス キ ャ ッ プ 部 １ ４ と の 間 に 流 出 し 、 第 １ の ス ラ ス ト 軸 受 １ ９

ａ を 通 過 し 、 間 隙 ２ ５ ａ 、 第 ２ の ラ ジ ア ル 軸 受 ２ １ ｂ 、 隙 間 ２ ５ ｂ 、 第 １ の ラ ジ ア ル 軸 受

２ １ ａ 、 隙 間 ２ ５ ｃ 、 第 ２ の ス ラ ス ト 軸 受 １ ９ ｂ 、 隙 間 ２ ５ ｄ 、 及 び シ ー ル 手 段 ２ ６ を 順
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に 通 過 し て 外 部 に 流 出 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 こ こ で 、 隙 間 ２ ５ ａ 、 ２ ５ ｂ 、 ２ ５ ｃ 、 ２ ５ ｄ は 、 固 定 軸 １ ３ と ボ ス １ ２ と の 間 に 形 成

さ れ 、 間 隙 ２ ５ ａ は ボ ス １ ２ の 後 方 側 （ ボ ス キ ャ ッ プ 部 １ ４ 側 ） で 、 第 １ の ス ラ ス ト 軸 受

１ ９ ａ と 第 ２ の ラ ジ ア ル 軸 受 ２ １ ｂ と の 間 に 形 成 さ れ 、 隙 間 ２ ５ ｂ は 第 ２ の ラ ジ ア ル 軸 受

２ １ ｂ と 第 １ の ラ ジ ア ル 軸 受 ２ １ ａ と の 間 に 形 成 さ れ 、 隙 間 ２ ５ ｃ は 、 第 １ の ラ ジ ア ル 軸

受 ２ １ ａ と 第 ２ の ス ラ ス ト 軸 受 １ ９ ｂ と の 間 に 形 成 さ れ 、 隙 間 ２ ５ ｄ は 、 第 ２ の ス ラ ス ト

軸 受 １ ９ ｂ と シ ー ル 手 段 ２ ６ と の 間 に 形 成 さ れ る 。

　 こ の よ う に 、 流 体 供 給 手 段 ２ ４ に よ っ て 、 固 定 軸 １ ３ と ボ ス １ ２ と の 間 に 流 体 を 流 す こ

と で 、 潤 滑 や 冷 却 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 シ ー ル 手 段 ２ ６ は 、 拡 径 部 ２ ２ の 外 周 面 と ボ ス １ ２ の 段 差 部 ２ ０ 内 周 面 と の 間 に 配 置 し

て 、 固 定 軸 １ ３ と ボ ス １ ２ と の 間 に 形 成 さ れ る 間 隙 ２ ５ ａ 、 ２ ５ ｂ 、 ２ ５ ｃ 、 ２ ５ ｄ と 外

部 と を シ ー ル す る こ と で 外 部 か ら の 異 物 の 侵 入 を 防 止 す る 。 ま た 、 流 体 供 給 手 段 ２ ４ に よ

る 水 潤 滑 や 空 気 潤 滑 の た め の 流 体 流 出 を 行 う 。

　 な お 、 シ ー ル 手 段 ２ ６ の 外 部 に は 、 ボ ス 抜 け 止 め 部 材 ２ ７ を ボ ス １ ２ の 前 方 側 端 部 に 設

け て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 シ ー ル 手 段 ２ ６ は 、 両 端 に シ ー ル 材 ス ト ッ パ ー ２ ６ ａ 、 ２ ６ ｂ が 配

置 さ れ 、 拡 径 部 ２ ２ の 外 周 面 と ボ ス １ ２ の 段 差 部 ２ ０ 内 周 面 と の 間 に 配 置 し て い る 。 シ ー

ル 手 段 ２ ６ は 、 隙 間 ２ ５ ｄ か ら 外 部 に 向 け た 流 れ は 許 容 す る が 、 外 部 か ら 隙 間 ２ ５ ｄ に 向

け た 流 れ は 阻 止 す る 。

　 本 実 施 の 形 態 に よ る シ ー ル 手 段 ２ ６ は 、 モ ー タ を 構 成 す る 電 機 子 １ ５ を 、 水 中 に あ る プ

ロ ペ ラ １ １ の ボ ス １ ２ の 内 部 に 装 備 す る た め の 防 水 機 能 を 果 た す と と も に 、 従 来 か ら 船 舶

で 用 い ら れ て い る 軸 封 装 置 技 術 の 一 部 で あ る 水 潤 滑 あ る い は 空 気 潤 滑 技 術 に よ り 、 船 内 か

ら 船 外 へ の 少 量 の 流 れ 出 し を つ け る こ と で 、 海 水 の 流 れ 込 み を 完 全 に 防 ぐ 機 能 を 果 た す 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 以 上 の よ う に 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 電 機 子 １ ５ 及 び 回 転 子 １ ８ を 、 プ ロ ペ ラ １ １ の 中

心 部 の ボ ス １ ２ 内 に 配 置 す る こ と で 、 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 １ ０ 自 体 を 小 型 化 で き る と と も

に 、 船 内 の 推 進 関 連 ス ペ ー ス を 大 幅 に 削 減 で き る 。

　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 船 尾 か ら 突 出 さ せ る 固 定 軸 １ ３ が 、 プ ロ ペ ラ １ １ を 回 転

さ せ る 回 転 軸 で は な い た め 、 船 体 １ か ら の 突 出 箇 所 に お け る シ ー ル 部 が 不 要 と な る 。

　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 電 機 子 １ ５ が 水 中 に 臨 み 、 表 面 積 の 大 き い ボ ス １ ２ が 回

転 す る た め 、 冷 却 効 果 が よ い 。

　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 固 定 軸 １ ３ の 軸 心 に 垂 直 な 第 １ の 端 面 １ ３ ａ 、 第 ２ の 端

面 １ ３ ｂ を 固 定 軸 １ ３ に 形 成 し 、 プ ロ ペ ラ １ １ の 推 力 を 受 け る 第 １ の ス ラ ス ト 軸 受 １ ９ ａ

又 は ／ 及 び 第 ２ の ス ラ ス ト 軸 受 １ ９ ｂ を 第 １ の 端 面 １ ３ ａ 、 第 ２ の 端 面 １ ３ ｂ に 配 置 し 、

大 き な 推 力 を 、 固 定 軸 １ ３ の 軸 心 に 垂 直 な 第 １ の 端 面 １ ３ ａ 、 第 ２ の 端 面 １ ３ ｂ で 受 け る

こ と で 、 大 型 船 の 推 力 に も 対 応 で き 、 耐 久 性 に も 優 れ て い る 。

　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 １ ０ 自 体 の 小 型 化 に よ っ て 船 内 の 推

進 関 連 ス ペ ー ス を 大 幅 に 削 減 で き 、 船 の 有 効 貨 物 容 積 を 大 き く す る こ と が で き る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 発 明 の 船 舶 用 電 気 推 進 装 置 は 、 小 型 船 か ら 大 型 船 ま で 適 用 す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 １ 　 船 体

　 ２ 　 発 電 機

　 １ ０ 　 船 舶 用 電 気 推 進 装 置

　 １ １ 　 プ ロ ペ ラ
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　 １ ２ 　 ボ ス

　 １ ３ 　 固 定 軸

　 １ ４ 　 ボ ス キ ャ ッ プ 部

　 １ ５ 　 電 機 子

　 １ ５ a　 コ ア

１ ５ ｂ 　 固 定 子 巻 線

　 １ ７ 　 電 力 線

　 １ ８ 　 回 転 子

　 １ ９ ａ 　 第 １ の ス ラ ス ト 軸 受

　 １ ９ ｂ 　 第 ２ の ス ラ ス ト 軸 受

　 ２ ０ 　 段 差 部

　 ２ １ ａ 　 第 １ の ラ ジ ア ル 軸 受

　 ２ １ ｂ 　 第 ２ の ラ ジ ア ル 軸 受

　 ２ ２ 　 拡 径 部

　 ２ ３ 　 非 磁 性 材 料

　 ２ ４ 　 流 体 供 給 手 段

　 ２ ５ ａ 、 ２ ５ ｂ 、 ２ ５ ｃ 、 ２ ５ ｄ 　 隙 間

　 ２ ６ 　 シ ー ル 手 段

10



(9) JP  2012-245910  A   2012.12.13

【 図 １ 】



(10) JP  2012-245910  A   2012.12.13

【 図 ２ 】



(11) JP  2012-245910  A   2012.12.13

【 図 ３ 】



(12) JP  2012-245910  A   2012.12.13

【 図 ４ 】



(13) JP  2012-245910  A   2012.12.13

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(72)発明者　岸本　雅裕

　　　　　　東京都三鷹市新川６丁目３８番１号　独立行政法人　海上技術安全研究所内

Ｆターム(参考) 5H607 AA12　BB01　BB05　BB14　BB17　FF01　GG01　GG02　GG09


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

